
【最 終 試験 の 結果 】

この研究 内容 を公 聴 会 にて 口頭 発 表 を行 い 、 以 下 の質 疑応 答 が 行 われ た。

PDE皿 阻 害 薬や コル ホル シ ン ダ ロパ ー トは低 酸 素血 症 を き た しに くい とあ る が、

ど うい う理 由か らか

HPV反 応抑制が弱いという点において低酸素血症をきたしにくいと考えました。

2.HPV反 応 の機序 は解 明 され てい るの か

今のところ解明されていませんが、筋小胞体からのカルシウムイオンの放出が大きく関与しているとされ

ています。

3.PDE皿 阻害薬 が心筋 に与 える影響 は何 か発 見で きなか ったか

今回のモデルでは、心臓は機能を停止しているため、心筋への影響は観察できませんでした。

4.実 験2で ミル リノンを用 いてい ないが 、なぜ か

実験1で 最もHPV反 応抑制の弱かったオルブリノンと、逆に最も強かったコルホルシンダロパー トで反応

を検討したいと思い、結果としてミルリノンは用いませんでした。

5.吸 入 麻酔薬 は、カル シ ウム受 容体 を阻害す る こ とでHPV反 応 を抑 制す る とあるが 、

証 明 され てい るのか

証明はされていませんが、そのように考察した文献があります。

6.実 験2で タブシ ガル ジンの投与 に よ り、筋小 胞体 へ のカル シ ウム流入 が阻 害 された状

態 で、PDE皿 阻害薬 や コル ホル シンダ ロパー トを投 与 しているが 、 どの よ うな結果 に

なる と考 えたか

PDE皿 阻害薬やコルホルシンダロパートを加えると、タブシガルジンによるHPV反 応の抑制が弱くなる

可能性もあると考えました

7.PDE皿 阻害薬 の臨床 での印象 は

低酸素血症をきたす印象はなく、今回の実験でそれが裏付けられたと思います

8.今 回 のモデル では神経 系 の因子 は影響 しな いの か

脳死状態であり、中枢神経の影響はないと考えます

9.テ オフ ィリンや 、 フォル ス コリンで はHPV反 応 は ど うな るか

同様の実験において、まだデータがありませんが、アミノフィリンではHPV反 応が増強したというデータ

があります。

そ の結果 、麻酔科 学一般お よび 薬理学 にっ いて 、学位授 与 に相 当す る十 分 な学識 を有 し

て いる ことが認め られ最終試 験 に合格 した。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【目的】

頭頂葉 は視覚 と体性感覚情報を統合し、自己の身体表 象に関わる。サルの運動前 野(F5)と 下頭頂小葉

PFG)で 記録されたミラーニューロンは、他者の動作の視覚像と自己の運動表象 を単一ニューロン上で照合し、

他者の動作やその意図の認識に重要な役割を果たすと考えられている。 しかし、他者の身体 が脳 内でどのよう

に表象 され、それが 自己の身体表象とどのような関連を持つかは分 かっていない。 ヒトでは、右頭頂葉損傷に

よる身体失認患者の一部が 自己に加えて他者の身体の知覚にも障害を現すことがあり、他 者の身体認識には頭

頂葉にある自己身体の神経基盤が関わる可能性を示唆する。そこでわれわれは行動下のサルを用いて、自己身

体の知覚に関わる頭頂葉VIP野(ventralintraparietalarea)の 視覚 一触覚多種感覚ニューロンが他者の身

体の知覚に関わるかを調べた。

【方渕

まず行動下のサルの頭頂葉へ微小電極 を挿入し、触覚あるいは視覚刺激 をサルの身体 およびそれを取り巻く

空間上(体 表か ら く30cm)に 提示して、両方の感覚刺激に反応する多種感覚ニューロンを探索した。 こうし

てサルの触覚と視 覚受容野(Receptive6elds:RFs)の 広が りを調べた後、サルと実験者(他 者)が 対面し、

サルに提 示した触覚 ・視覚 刺激を実験者の身体部位へ提示 した。 その状況をサルに観 察させ、この時の単一

ニューロンの活動 を記録 した。

【結剰

(1)記 録 した541個 の多種感覚ニューロンのうち48個(8.8%)は 、サルと実験者の同じ身体部位にRFsが

記録された。(2)視 覚RFsは 、サルと実験者の身体周辺空間(そ れぞれの体表から く30cm)に のみ存在した。

また、(3)実 験者の身体周辺に存在したRFsは 、サルの正面か らその左 ・右35° の位置に実験者が移動 しても、

常に実験 者の同じ身体 部位上に存 在した(身 体部位 中心座標)。(4)こ うしたサルと実験者間のRFsの 空間的

な対応関係は、鏡像的(左 右反転)、 ・身体中央(鼻 や口)、解剖 的(左 右同側)に 対応する3タ イプが記録 された。

【考察】

本研究は、他者の身体が頭頂葉多種 感覚領野の単一ニューロン上で自己の身体 表象と照合されて知覚される

ことを示唆する。 さらに相手の感覚を自分 の脳内で予測するメカニズムに関わるニューロン活動を初めて明 らか

にした。この研究成果は、人間の社会的認知の脳機能メカニズムを研 究する上で重要な知見であり、自己と他

者の区別が不完 全になる統合失調症やコミュニケーション能力に障害がある自閉症の病理解 明に繋がると期待

される。今後は他 者の動作 を自己の脳内で再現するミラーニューロンシステムとの機 能的・解剖的な関連性の解

明を目指す。
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